
○2026年7月24日（金）

○講師：公益財団法人古紙再生促進センター

業務部業務課担当課長 濱野 彰吾

紙リサイクルの基礎知識
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公益財団法人

古紙再生促進センター

事業内容例

・広  報  事  業 ：紙リサイクル研修会・出前授業、啓発資料の作成・配布など

・調査研究事業：地方自治紙リサイクル施策調査、オフィス古紙調査など

紙リサイクル促進大使
「カミリィ」ちゃんと
「カミリィママ」

古紙の回収・利用の促進を図ることを目的に1974年3月に
設立された内閣府所管の公益法人です。製紙メーカー、古紙
直納問屋、商社等の協力により運営しています。
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ホームページアドレスhttp://www.prpc.or.jp



講演内容

１．紙・板紙消費量、古紙回収量の現状

２．紙リサイクルの意義

３．紙リサイクルの流れ

４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）
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出典：経済産業省生産動態統計年報、財務省貿易統計

１．紙・板紙消費量、古紙回収量の現状
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2025年の紙・板紙の消費量は、2006年比64％。
一人当たりの紙・板紙消費量は、約160kg。
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紙・板紙内需(1,000t)

出典：日本製紙連合会「紙パルプ統計」
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１．紙・板紙消費量、古紙回収量の現状
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紙・板紙消費および古紙回収の現状まとめ

①紙・板紙の消費量はICT化や人口減少等の影響により年々

減少しているが、それでも一人当たり年160kg消費している。

②紙・板紙消費量の減少に伴い、古紙の回収量は減少していく

見通しであるが、古紙の種類によって状況が異なり、段ボー

ル古紙や雑がみは微減、雑誌古紙や新聞古紙は大きく減少し

ていくと思われる。

③古紙の回収率は、近年80％程度の高い割合を維持している。

１．紙・板紙消費量、古紙回収量の現状
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古紙回収量

1,620万トン

古紙回収量

1,160万トン
2025年の

紙板紙消費量
約2,000万トン

廃棄物処理へ

460万トン

2000年の古紙回収率約58%
のままだったらどうなるか・・・

紙リサイクルの進展により、460万トンの廃棄物減
量化の効果があったといえます。

廃棄処理量
380万トン

廃棄処理量
380万トン

2025年の
古紙回収率約81％

出典：経済産業省生産動態統計年報、財務省貿易統計

2．紙リサイクルの意義
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紙・板紙生産における原料割合(2025年)

古紙
66.7%

木材
33.2%

その他
0.1%

→古紙は製紙会社にとって、紙・板紙を生産するうえで重要な原料

2．紙リサイクルの意義
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計画植林概念図

1年目に植林した木を、2年3年4年と育てて、9年目に収穫し
た後、その土地にまた植林

2．紙リサイクルの意義

出典：日本製紙連合会「『紙は環境に悪い？誤解を解く6つの真実』」 9



紙リサイクルの意義

• 廃棄物の減量化

• 森林資源の持続可能な利用

• 製紙原料の安定確保

2．紙リサイクルの意義
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家庭系可燃ごみに占める
資源化できる紙類の割合

12.7%

87.3%

資源化できる紙

その他

出典：古紙再生促進センター「令和3年度地方自治体紙リサイクル施策調査報告書」

※令和2～3年度に湿ベースでの調査を実施した自治体100市区町村の
データの平均割合

2．紙リサイクルの意義
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回収余地のある紙(試算)

200～300万トン

2．紙リサイクルの意義

備考
・2023年の紙・板紙消費量より算出した数量。
・回収余地のある紙の多くは製紙原料として利用できると
みています。

注：古紙再生促進センター調べ 12



【家庭系 】

３．紙リサイクルの流れ
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【事業系 】

３．紙リサイクルの流れ
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動画視聴

https://youtu.be/S3ymNLvs0kc

３．紙リサイクルの流れ
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家庭系古紙の一般的な分別区分

①新聞

⑤紙パック

③雑誌・本（折込みチラシ
 を含む）

④雑がみ

②段ボール

・紙箱
・紙袋
・封筒
・コピー用紙
・カレンダー
など

３．紙リサイクルの流れ
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古紙から再生される主な製品

紙器用板紙段ボール

３．紙リサイクルの流れ
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動画視聴

https://youtu.be/AtZloH-_Hpo

３．紙リサイクルの流れ
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主な雑がみの例

４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）

http://www.prpc.or.jp/wp-content/uploads/Sorted_Residential_paper_leaflet.pdf

「雑がみ」とは

新聞、雑誌、段
ボール、飲料用
紙パック以外の
リサイクル可能
な紙
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質問：行政回収にて雑がみの
回収を行っていますか。

※行政回収にて古紙を回収している
と回答した自治体（951件）対象

地方自治体紙リサイクル施策調査結果

４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）

質問：集団回収にて雑がみの
 回収を行っていますか。

※集団回収にて古紙を回収している
と回答した自治体（708件）対象

回収して

いる

87.0%

回収して

いない

12.3%

無回答

0.7%

N=951

回収して

いる

58.5%

回収してい

ない

27.0%

団体によっ

て異なる

11.9%

その他

2.0%

無回答

0.7%

N=708
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出典：古紙再生促進センター「令和6年度地方自治体紙リサイクル施策調査報告書」



質問：あなたは「雑がみ」を可燃ごみにせず、資源として分けて
いますか。

消費者オンラインアンケート調査結果

※古紙再生促進センター調べ（調査時期：2024年9月、回答者数：1042名）

４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）
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４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）

「禁忌品（きんきひん）」とは、製紙原料に適さないもの。

【禁忌品A類】

製紙原料とは無縁な異物、並びに混入によって重大な
障害を生ずるもの
※古紙への混入許容割合は0％

【禁忌品B類】
製紙原料に混入することは好ましくないもの
※古紙への混入許容割合は、新聞古紙・段ボール古紙
へは0.3％、雑誌古紙・雑がみへは0.5％。
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http://www.prpc.or.jp/wp-content/uploads/Prohibitive_materials.pdf

４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）
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４．雑がみと禁忌品（製紙原料に向かないもの）
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